
いる。 　今後も商工団体事業をとおした商工会との連携、商業振興事

業及び工業振興事業をとおした商業、工業への支援、商工調整

事業や中小企業融資事業をとおした分野横断的な支援を進め、

経営基盤の強化を図り、産業の振興につなげていく。　

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 7年 6月13日 作成部局名 環境経済部 担当部局名

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

経済戦略室

07
活力にあふれ人が集い心ふれあうまち

30
産業振興の推進

戸田市を支える市内事業者の経営基盤の安定を図るとともに、競争力を高めるための新しい技術や商品の開発、立地や設備

投資、人の集まる店舗づくり等を支援していくことで、地域に根差した産業の振興を推進します。

商工調整事業

商業振興事業

工業振興事業

事業所数 市内で経済活動を行う事業所の数
事業所 5252以上 5,252 － - 5,260 -

(経済センサス調査結果から算定 )

商工会員数 戸田市商工会の会員数
事業所 2693以上 2,693 2,717 2,765 2,777 2,765

産業支援に係る補助・支援 産業支援に係る支援制度延べ利用件数
件 1065以上 1,065 277 421 288 260

制度利用件数 (令和７年度までに1,065件以上 )

　プレミアム付電子商品券事業を戸田市商工会と連携して実施し、市内消費の活性化につなげることができた。

　また、ふるさと納税の返礼品開拓を進め寄附額が増加し、市内事業者の売り上げに貢献することができた。

　施策の目的を達成するため、市内事業者の状況把握を進めて 　課題への対応にあたり、商工会との連携を密にし、市内事業

きたことにより、市内事業者が抱える課題として、「販路開拓 者の状況把握に努め、必要なときに適切な支援ができるよう検

」「事業承継」「人手不足」が浮かび上がっており、これらの 討を進めていく。

課題解決に向けた支援が求められて



、市に提言するため、中小 16,708

02 中小企業融資事業　（経済戦略室）

中小企業融資事業

任
意

68,300 融資は経営基盤の整備につながるも

116,909 のであるが、国・県の融資や金融機

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 07 01 02 02 01 101,365 関の融資との兼ね合いや、事業者の

資金用途・利率・上限額等に 64,465 使いやすさという点から制度の在り

差を設けた融資制度により、 1,856 方について検討を進めていく。

03 商業振興事業　（経済戦略室）

商業振興事業

任
意

8,261 地域の魅力創造・発信につながる事

38,337 業であるが、活動が盛んな商店会と

－ ○ １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ01 01 07 01 02 03 01 22,641 そうではない商店会があり、商店会

商店会等が地域住民に親しま 22,641 の体制の見直しについて協議を進め

れ、活力あるものとなるよう 3,998 る。

04 商工団体事業　（経済戦略室）

商工団体事業

任
意

244,883 商工会との共創により、産業振興を

200,257 進めていく必要があり、商工会には

－ ○ １ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ01 01 07 01 02 04 01 104,998 、柔軟な視点による事業を展開して

経営指導員を設置し、市内事 104,998 もらえるよう、働きかけていく

戸

。

業者へ経営改善普及

田

事業を行 4,712

市

05 工業振興事

施

業　（経済戦略室）

策評価

工業

シ

振興事業

任
意

934 産

ー

業立地推進事業につい

ト

ては、より

17,73

作

8 多くの事業者が取り

成

組みを認知し、

－ ○ ６

日

○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ01 01

令

07 01 02 05 01

和

18,580 活用して

 

もらえるよう、ＰＲを

7

効果

事業者が新たに工

年

場や事業所 18,58

 

0 的に実施していく。

6

を立地したり、設備投

月

資や施 3,570

13日 作成部局名 環境経済部 担当部局名

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０７年度（事業費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０７年度（人件費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

　各事務事業にあたり、販路開拓については、ふるさと納税の返礼品やプレミアム付電子商
品券が新たな販路となるよう、引き続き取り組んでいく。
　また、事業承継については、関係機関と連携し効果的な取り組みを実施していくとともに
、人手不足については、ハローワーク等の関係機関と連携を図り対応を進めていく。

Ｂ

540,870 ↓ 488,142 ↑ 636,582 ↑ 689,087
本施策の進捗が、基本目標である「活力にあふれ人が集い心ふれあうまち」に直結するものであり、現状の予算を維持する必要がある。

36,485 → 36,485 → 36,485 → 36,485
本施策の進捗が、基本目標である「活力にあふれ人が集い心ふれあうまち」に直結するものであり、現状の人員を維持する必要がある。

　

01 商工調整事業　（経済戦略室）

商工調整事業

任
意

144,097 各種補助金については、活用状況な

167,629 どを絶えず検証し、必要に応じて見

－ ○ ６ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ01 01 07 01 02 01 01 27,836 直しを図っていく。

中小企業振興施策を調査研究 27,836

し



済部 担当部局名

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

07 ふるさと納税返礼品推進事業　（経済戦略室）

ふるさと納税返礼品推進事業

任
意

0 ふるさと納税を更に推進していくた

0 め事業を拡大していく。

－ ○ 新規 ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ01 01 07 01 02 07 01 212,722

市内事業者の地場産品等をふ 212,722

るさと納税返礼品として登録 5,641

01 労働対策事業　（経済戦略室）

（再掲）労働対策事業

任
意

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 01 05 01 01 01 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

就職支援セミナーや就職支援 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

相談、就職面接会・説明会等 ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

戸田市

R

施

6決算額 R7計画額 R

策

8予算額
計（千円） 事

評

業費 466,475 5

価

40,870 488,

シ

142
うち一般財源 3

ー

49,004 377,

ト

099 451,242

作

事業の方向性： １現状

成

で継続　 ２拡大して継

日

続 ３縮小して継続　　

令

　４他事業と統合　　

和

　５休止　　　６その

 

他見直し

７令和8年度

7

で終了 ８令和7年度で

年

終了 ９令和6年度で終

 

了

6月13日 作成部局名 環境経


